
ミニ発表会の様子 

ここがポイント教科指導      

                                               
 

音楽の授業では、歌やリコーダー、鍵盤楽器、アンサンブル、鑑賞などいろいろな題材を準備

しています。見えにくさのある幼児・児童生徒なので、視覚以外の感覚も活用できるように授業

を進めています。イメージをもって様々な活動に取り組めるように、言葉による丁寧な説明や、

手で触れて確かめられる教材・教具の準備を心がけています。 
 

１ 楽譜について 

（１）弱視の児童生徒は、音楽では、主に拡大教科書を使用しています。 

普通教科書       拡大教科書 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

         

 

（２）点字の楽譜は、上４点で音の高さ、下２点で音の長さを示します。６点の組み合わせに

より、休符やスタッカートなど必要な記号を表します。例えば、下の楽譜を点字楽譜で表

すと、次のようになります。 

 

「陽気な船長」の楽譜 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   

２ 授業の取り組みの紹介 

○小学部 

 小学部では、学年の状況に応じて１～２人の少人数 

で学習しています。そのため、学部で楽器毎に行う 

発表会や他校との交流など学習の成果を発表する場 

を設けています。 

 ４，５年生は、墨字使用と点字使用の児童が一緒に 

学習しています。楽譜の読み取りや楽器の練習など 

学習内容によって個別に学習する時間を設定し、そ 

れぞれの学習状況に合わせて進めています。 

 

← ４分の４拍子を表しています。 

     数符４／４ 

楽譜の前置符 スタッカート 音列 ド 音列 ソ 音列 ド 音列 ソ    シ  スタッカート ソ ソ  V（ブレス） スタ

ッカート シ ソ  シ  ソ 

（ 
音列 ド スタッカート 音列 ソ  ソ    V（ブレス） 

拡大教科書は、

弱視児童・生徒の

学習上の負担を

軽減するために

作成されたもの

です。文字の大き

さやレイアウト、

図など、より見や

すいように工夫

されています。 



○中学部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歌やリコーダーアンサンブル、鑑賞などを中心に授業をしています。オペラ「アイーダ」の鑑賞

では、舞台装置の構造についてイメージを膨らませるために、オーケストラピット付きの舞台の模

型を準備し、触察する時間を設けました。また、合奏協奏曲『四季』から「春」の鑑賞では、ヴァ

イオリンに触れ、実際に音を出してみる活動を取り入れました。 

 

～ ♪ ～ ♪ ～ ♪ ～ ♪ ～ ♪ ～ ♪ ～ ♪ ～ 

 

○高等部普通科 

日本の伝統音楽（能：「羽衣」）の鑑賞では、能について学習を深めることができるように教材を

準備しました。視覚の活用が難しい生徒に能楽堂の様子を理解できるように、伝えたい情報を整理

した立体コピーを作成し、シテやワキがどのように登場し、舞台で演じるのかを触察しながら学ぶ

ことができる場を設けました。また、生徒が実際に衣装を着けて舞う動作や、地謡座に座る疑似体

験を行ったことで、能舞台へのイメージをもち、興味関心を広げることにつながりました。 

 
 

 
 衣装を着けた地謡座の体験（Ｈ３０） 

立体コピーの能楽堂に、名称を点字で貼り付けまし

た。教師とやり取りしながら触察します。 

ヴァイオリンの触察 

舞台の手前にオーケストラが控え、生演奏をする

ことを伝えるために、模型を作製しました。 

 


